
〔
執
筆
者
紹
介
〕（
掲
載
順
）

豊
島　

良
太
（
て
し
ま　

り
ょ
う
た
）
山
陰
労
災
病
院
長

田
中　

健
一
（
た
な
か　

け
ん
い
ち
）
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
営
適
正
化
委
員
会
局
長

田
中　
　

泉
（
た
な
か　
　

い
ず
み
）
鳥
取
県
立
公
文
書
館
専
門
評
価
員

池
本　

美
緒
（
い
け
も
と　
　

み
お
）
鳥
取
県
立
公
文
書
館
専
門
員

伊
藤　
　

康
（
い
と
う　
　

や
す
し
）
鳥
取
県
立
公
文
書
館
専
門
員

末
次　

啓
子
（
す
え
つ
ぐ　

け
い
こ
）
鳥
取
県
立
公
文
書
館
専
門
員

〔
編
集
後
記
〕

　
「
伊
藤
君
よ
、
紀
要
を
出
せ
。
私
も
二
本
や
三
本
ぐ
ら
い
書
く
か
ら
」
と
い
う

安
藤
文
雄
先
生
の
助
言
を
受
け
て
、
当
館
研
究
紀
要
の
刊
行
は
始
ま
っ
た
。
平

成
一
六
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
七
年
、
こ
の
度
第
一
一
号

を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
今
号
を
安
藤
文
雄
先
生
の

墓
前
に
お
供
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
、
令
和
三
年
九

月
三
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
行
年
八
一
歳
。
教
え
を
乞
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
、
本
当
に
残
念
で
あ
る
。
先
生
は
、
三
代
目
の
館
長
と
し
て
公
文
書
館
の
充

実
化
に
努
め
ら
れ
、
定
年
退
職
後
は
、
専
門
研
究
員
と
し
て
一
〇
年
間
当
館
で

ご
勤
務
い
た
だ
い
た
。
先
生
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
一
層
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
号
は
、豊
島
良
太
氏
の
投
稿
原
稿
、田
中
健
一
前
館
長
の
依
頼
原
稿
を
得
て
、

充
実
し
た
内
容
の
号
と
な
っ
た
。
豊
島
原
稿
は
、「
米
子
医
学
専
門
学
校
設
立
経

緯
」（『
鳥
取
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
58
号
）
に
続
く
も
の
で
、
鳥
大
医
学

部
長
、
学
長
を
歴
任
さ
れ
た
氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集
大
成
と
な
る
論
考
で
あ

ろ
う
。
田
中
（
健
）
原
稿
は
、
公
文
書
館
長
着
任
時
か
ら
始
ま
っ
た
「
館
の
在

り
方
検
討
」か
ら
五
年
間
の
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
検
討
会
議
の
設
置
、

新
条
例
の
制
定
、
市
町
村
と
の
共
同
会
議
の
設
立
・
運
営
な
ど
最
前
線
で
活
動

さ
れ
た
、
そ
の
軌
跡
で
あ
る
。
田
中
（
泉
）
原
稿
は
、
こ
の
過
程
で
新
規
事
業

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
再
選
別
に
係
る
事
例
報
告
で
、
類
縁
機
関
に
は
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

池
本
原
稿
は
、
鳥
取
県
の
写
真
師
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
喜
多
村
勘
四
郎
父
子

の
実
態
解
明
を
緻
密
に
追
跡
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
事
例
を
積
み
上
げ

て
次
へ
の
論
考
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。（
伊
藤
ャ
）
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